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１　研究の概要（背景・目的等）
　近年、地域活性化の一つの取組として、地域の観光資
源や文化についての知識レベルを格付けするご当地検定
が注目されている。ご当地検定では、年に１～３回実施
される検定試験に必要な問題数の確保が急務になってい
る。そのため、作問にかかる主催者側の負担が問題と
なっている。平成20年に全国の239件のご当地検定を対
象として実施したアンケート調査では、検定実施・運営
にあたっての問題・課題として、「合格者の活用方法」
（56.2％）、「検定のＰＲ手法」（51.0％）、「問題作
成が負担」（35.3％）などが明らかになっている[1]。本
研究の支援対象である岩手県盛岡市のご当地検定「盛岡
もの識り検定」（以下、もりけん）においても、限られ
た予算の中で毎年問題作成作業を行っており、問題作成
の負担が問題となっている。
　ご当地検定のうち「問題作成が負担」としている検定
では、「検定の中止、廃止を検討している」ものが多く
[1]、2014年７月３日の日本経済新聞では５年間で62のご
当地検定が廃止されたことが報道された。そこで、本研
究では、「もりけん」を支援対象として、ご当地検定の
問題作成の負担軽減と検定試験としての質の担保を目的
とする。本研究により、ご当地検定の継続的な実施の一
助になることが期待でき、ご当地検定を通した地域や地
域資源のPR、地域への愛着・誇りの再認識などの効果
が期待できる。
２　研究の内容
　本研究では、先行研究で開発した問題自動生成技術を
活用し、検定試験の作問負担を軽減するための作問支援
システムを開発した。また、テスト理論や統計学などの
専門知識を有していないテスト作成者を対象としたテス
ト問題の分析支援システムを開発した。
2.1　 自動生成した問題を利用した作問支援システムの
　　　開発
　本システムでは、作問者が入力したキーワード（専門
用語や固有名詞）に関連する問題を自動生成したあと、
作問者が生成された問題を確認・修正、または生成され
た問題を参考にして新規問題を作成できる作問支援環
境を提供する。図１に作問支援システムの概要図を示す。
作問者はまずシステムへ作問したい問題のキーワードを
入力する（図１①）。システムは入力されたキーワード
に関連する知識を知識ベースから取得する。そして、取
得した知識量に応じて利用できる出題テンプレートを取
捨選択し、各出題テンプレートに取得した知識を挿入す
ることで問題を自動生成する。生成した問題の一覧を作
問者へ提示し、作問者は利用したい問題を選択し（図
１②）、任意に修正を加えて（図１③）、システムへ登
録する。図１に示したシステムをPHP５.３（CakePHP 
2.5.2）、JavaScript、HTML、データベースにMySQL 
5.0.95を活用してWebアプリケーションとして開発した。
図２に開発した作問支援システムの画面例を示す。
2.2   テスト理論に基づいたテスト問題の分析支援シス
　　　テムの開発
　テスト問題の分析支援システムの概要図を図３に示
す。システム利用者はテスト受検者の解答データだけ
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でなく各問題の出題意図も本システムに入力する（図３
①）。問題分析モジュールでは古典的テスト理論などを
駆使して、各問題を分析する（図３②）。分析の際には、
出題意図を考慮して適切な分析方法や評価基準を採用す
る。例えば、最も基本的で全員が理解していることを確
かめる問題であれば、全員が正解しても不適切な難易度
の問題とは判断しないようにする。問題説明DBは、参
考文献[2]～[6]を参考に問題の評価指標・評価手法・評
価基準を定義し、これに基づいて問題の信頼性、難易
度、識別度、注意係数の各値に対応させた問題に関する
説明が登録されている。問題分析モジュールでは、解
答データを分析した結果と問題説明DBで参照した各数
値の補足説明を利用者にフィードバックする（図３③）。
また、この分析結果と出題意図は作問アドバイス生成
モジュールに渡される（図３④）。作問アドバイス生成
モジュールでは、作問アドバイス生成ルールDBを参照
（図３⑤）して生成した作問アドバイスを利用者に提示
する（図３⑥）。図４、図５に開発したシステムの画面
例を示す。
３　これまで得られた研究の成果
　開発したシステムが検定試験の作問現場で活用でき、
作問時に有効であるのかを検証するために、もりけん作
問委員会にシステムを活用してもらった。システム利用
後のアンケート調査の結果から、作問支援システムを利
用することにより負担の軽減を実感した作問者が全体の
60%いた。また、アンケートの自由記述からは、「キー
ワードから多岐にわたる作問の可能性やヒントを導き出
せる点に魅力がある」といった意見が得られた。一方で、
「生成される問題が多く表示され、選択に手間がかか
る」という意見が得られ、表示する問題数の絞り込みや
表示順序の調整などの工夫が必要になることが分かった
[7]。
　また、テスト問題の分析支援システム利用後に半構造
化インタビューを行った。その結果、テスト問題の分析
結果には難易度・識別度・設問解答率分析図があれば、
問題作成の参考になることが推察された。また、難易度
のバランス調整をする際にテスト問題の分析支援システ
ムを効果的に活用できそうであることが示唆された[8]。
４　今後の具体的な展開
　今後は、1,000人を超えるもりけん合格者のコミュニ
ティを形成し、合格者だから知る盛岡の魅力や観光情
報を収集する。そして、収集した盛岡の魅力・観光情
報や自動生成された問題などを若者の多くが利用する
FacebookやTwitter、LINEに自動発信するBOTを開発
し、若者や観光者等への地域や地域資源のPRなどに取
り組む。
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